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特集　災害に備える

　ハザードマップとは、発生が予測される災害(洪水、土砂
災害など)に対し、危険な場所や避難に関する情報を地図に
まとめたものです。
◎ハザードマップでできること
•自宅周辺の危険な場所(土砂崩れが起きやすい、浸水しや
すいなど)を確認
•上記により、安全な避難経路を把握
•最寄りの避難場所を確認　など
◎ハザードマップの入手方法
　危機管理課(本庁4階)や各支所の窓口
で配布しているほか、市HP (QRコード)で確認できます。

ワンポイントアドバイス

　ハザードマップで自宅や勤務先周辺の
危険な箇所を確認し、家族や職場で話し
合っておくとよいでしょう。実際に危険な
箇所を見ておくことも有効です。日頃から
「ハザードマップ」や「避難行動判定フ
ロー」（P4）により災害リスクや住宅条
件を考慮したうえで、とるべき避難行動
や適切な避難先を考えておきましょう。

「ハザードマップ」で避難場所や経路を確認

避難先で必要となるものを準備

ワンポイントアドバイス

　できれば家族全員に1つずつ
リュックサックを準備しましょう。
すぐに持ち出せる玄関など目の
つくところに置いておくといい
ですね。季節にあわせた持出
品の変更など、定期的に内容
を点検することもお忘れなく。

　避難した場所には、必要なものが全て揃っていま
せん。災害の時に、取りに帰ることは危険です。い
ざというときに備えて、避難先での生活に最低限必
要な非常持出品を準備しておき、いつでも持ち出せ
る場所に備えておきましょう。
　自分たちの身の安全も最優先に考えて、持出品を
探している時間もないような場合は、少しでも早い
避難を優先してください。


